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インターバンクの声 （2015 年 5 月 21 日） 
 

注目された４月の米連邦公開市場員会（FOMC）議事録の公開前にも関わらず、

ニューヨーク市場スタート時の１２０円７０銭台からドル買いになっていた

ドル円は、一度東京時間の午前零時を回って１２１円４０銭近くまで上昇し

てしまった。前日の住宅着工件数の結果があれほど良くなければ、議事録の

内容への期待値も下がったままであったと思われるが、早い時期の利上げの

可能性が残っていそうだとの思惑があってのドル買いだったのだろう。その

数時間後に確認できた議事録は、６月の利上げの可能性は低いとの見方が示

され、ドル円は再度１２１円を割る動きとなった。ただ、先物市場のトレー

ダーなどを中心に、依然として年内の利上げがあるとの予想が残っているこ

とも解り、１２１円台を回復させてアジア市場に戻って来ている。株式市場

や債券市場の反応も気になるが、今週残り２日間の米経済指標の結果も気に

なるところだ。 
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